
若い木々のような皆さんに向けて 、 

その枝や葉が広がるための栄養と 

なるよ うな本を紹介していきま す 。 

図書館の入り口で、紹介している本を 

展示しています。  ぜひご覧ください。 

 

 

  

 

 

 

  

  

  

  

Y o u n g  A d u l t （若いおとな ）の略 。 

主に 13 歳から 18 歳の方を指す言葉です。

若林図書館には Y A コーナーがあり 、 

中高生世代に向けた本を集めています。 

Young 

Woods 

若林図書館 YA通信 №11     冬号(202３.12) 

 

おすすめ新着本 
 

『ジャンル特化型ホラーの扉』 

闇／編著 澤村 伊智／著 

河出書房新社 ヤミ 

『人類の物語』 

ユヴァル・ノア・ハラリ／著 

リカル・ザプラナ・ルイズ／絵 

河出書房新社 200 

『中高生のための文章読本』 

澤田 英輔・仲島 ひとみ／編 

筑摩書房 810 

YA とは 

Young Woodsについて 

『ルール！』 

工藤 純子／著 講談社 クト 

『図解でスッと頭に入る 

紫式部と源氏物語』 

竹内 正彦／監修  

昭文社 910ムラ 

仙台市若林図書館 仙台市若林区南小泉 1-1-1 

Tel 022-282-1175 

https://lib-www. 

smt.city.seｎdai.jp 

Twitter: 

＠sendai_lib 

https://lib-www.smt.city.sendai.jp/


テーマ 

ペンギンは、空を飛べません。そ

れを知りながら空を飛ぼうとす

るペンギンと、手伝う人間のお

話。ペンギンと人間の不思議な

関係が写実的な絵で描かれて

います。 

自分にぴったりな誰かが、自分を見つ

けてくれるのを待っているはぐれくん。

探しているものは、どうすれば見つか

るのでしょうか。はぐれくんが探してい

るものって、本当はなんなのでしょう

か。 

ラベルに「レッド」と書いてあるのに、

赤い色が塗れないクレヨン。みんな

が手伝っても、どんなに頑張っても赤

く塗れません。どうしてでしょうか。 

絵本 

絵本は、子どもだけのものではありませ

ん。考えたり感じたりする余白がたくさ

んある絵本は、さまざまなインスピレー

ションを与えてくれます。子どもじゃない

けどまだ大人でもない、みなさんに読ん

でほしい絵本を紹介します。 

二つの世界が同時に描かれていま

す。はじめはよく似ていた世界。どんど

ん違いが大きくなっていきます。この

本は、どちらが良いか悪いか、なんて

言っていないのです。あなたは、どう

思いますか？ 

 

この絵本には、文字がありませ

ん。美しく繊細な絵で物語が語

られています。人物の表情がリ

アルで、気持ちが伝わってきま

す。じっくり時間をかけて読んで

ほしい絵本です。 

 

 
『空の飛びかた』  

セバスティアン・メッシェンモーザー／作 

関口 裕昭／訳 光村教育図書 F メ 
 

『はぐれくん、おおきなマルにであう』 

シェル・シルヴァスタイン／作 村上 春樹／訳 

あすなろ書房 Fシ 
 

『レッド』 

マイケル・ホール／作 上田 勢子／訳 

子どもの未来社 Fホ 
 

『楽園のむこうがわ』 

ノリタケ ユキコ／作  椎名 かおる／文 

あすなろ書房 J ノ 
 

『アライバル』 

ショーン・タン／著 河出書房新社 F タ 
 


